
10 月 10 日は「目の愛護デー」 

生まれたての赤ちゃんの視力は 0.02 くらい（明暗がぼんやりわかる）、色もわかりま

せん。それが１歳頃には 0.1 程度（輪郭がぼやけて見える）、４～５歳頃で 1.0 くらい

の視力になるといわれています。この急速に視力が発達する時期に、何らかの問題で

よく見ることができないと、メガネでも視力が出ない「弱視」になってしまう場合も。

子どもの目に異変がないか見守りつつ、この時期はいろんなものを見せて、ものを見

る力を育ててあげてください。 

こんな仕草があったら要注意！ 

・目を細める  ・首を傾げてものを見る  ・テレビなどに近づいてみる   

・ぶつかったり転んだりしやすい 

 

～秋風に注意～ 

秋は気温差が出てきます。その為、風邪をひきやすく

なります。ご家庭では背中を触るなどして確認し、汗

をかいているようなら衣服を取り替えてあげましょ

う。また、手洗い・うがいをしっかり習慣つけられる

よう日頃からの声掛けもお願いします。 

薬を飲み忘れたら・・・ 

薬を処方されて、1 回分忘れてしまったら、２回分を一度に飲

むと副作用が出やすくなり大変危険です。飲み忘れに気づい

たらすぐに飲ませましょう。基本的には１回分はとばしたり、

もしものときに備え医師や薬剤師に確認しておくと安心で

す。 

 

子どもは、自分では 

「見えにくい」ことに気づき

ません。もし、気になる点

があれば早めに眼科へ。 

前髪の長い子は、目にか

からないようにしましょう。 


